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   平成２２年２月２６日 

規  程  第 ７ 号 

最終改正 令和８年２月１８日規程第１１号 

 

国立大学法人筑波技術大学大学院履修規程 

（趣旨） 

第１条  この規程は，国立大学法人筑波技術大学学則（平成２２年学則第１号。以下「学則」

という。）第５９条第２項，第３項の規定に基づき，大学院の教育課程の編成及びその履修

に関し必要な事項を定めるものとする。 

（履修コース及び授業科目等） 

第２条  専攻に，履修コースを設ける。履修コースは別表第１のとおりとする。 

２ 前項の履修コースで履修すべき授業科目及び修了に必要な単位数は，別表第２のとおりと

する。 

３  各年度に開設する授業科目名，単位数，担当する教員名及び授業教室等については，学年

の授業開始前に公示する。 

（教育職員の免許に関する授業科目等） 

第３条  学則第５９条に規定する教育職員の免許に関する免許状の種類及び教科，免許状の取

得に必要な授業科目，単位数及び履修方法は，別表第３，４のとおりとする。 

（１単位あたりの授業時間数） 

第４条 １単位あたりの授業時間数は学則第５９条第３項おいて準用する学則第３０条第１項

の規定に基づき，次のとおりとする。 

（１）講義については，１５時間の授業時間をもって１単位とする。 

（２）演習については，３０時間の授業時間をもって１単位とする。 

（３）講義・演習については，２０時間の授業時間をもって１単位とする。 

（４）実習については，３０時間の授業時間をもって１単位とする。 

第５条 学生は，当該年度に履修しようとする授業科目のすべてについて，専攻長等の履修指

導を経て，年度当初の所定の期間内に，別に定める様式により，研究科長に申請するものと

する。 

２ 第１項の申請を行った後には，原則として履修科目の変更及び取消しは認めないものとす

る。ただし，特別な理由がある場合には，各学期当初の所定の期間内に履修申請の訂正がで

きるものとする。 

３ 履修申請をしなかった授業科目については，履修及び単位の取得はできないものとする。 

（単位の授与） 

第６条 授業科目を履修し，その試験に合格した者には，所定の単位を授与する。 

（成績評語） 

第７条 成績の評語は，学則第５９条第４項に定める成績の評語をもって表すものとし，その

評点および評価基準は次の表のとおりとする。 

 



 

（その他） 

第８条  この規程に定めるもののほか，必要な事項については，学長が別に定める。 

附  則 

この規程は，平成２２年４月１日から施行する。 

附  則 

この規程は，平成２３年６月２９日から施行し，平成２３年４月１日から適用する。 

附  則 

この規程は，平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成２６年４月１日から施行する。ただし，平成２５年度以前の入学者につ

いては，なお従前の例による。 

附 則 

１ この規程は，平成２７年４月１日から施行する。ただし，平成２６年度以前の入学者に

ついては，なお従前の例による。 

２ 前項ただし書きの規定にかかわらず，新履修規程別表第３の規定は，平成２６年度以前

に入学し，現に在学している学生に適用する。 

附 則 

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。ただし，平成２７年度以前の入学者につ

いては，なお従前の例による。 

  附 則            

１ この規程は，平成２９年４月１日から施行する。ただし，平成２８年度以前の入学者に

ついては，なお従前の例による。 

２ 前項ただし書きの規定にかかわらず，新履修規程別表第３の規定は，平成２８年度以前

に入学し，現に在学している学生に適用する。 

附 則 

この規程は，平成３０年４月１日から施行する。ただし，平成２９年度以前の入学者につ

いては，なお従前の例による。 

評 語 評点（100点満点） 評価基準 

Ａ＋ 100点から90点まで 到達目標を達成し，特に優秀な成績を修めている 

Ａ 89点から80点まで 到達目標を達成し，優秀な成績を修めている 

Ｂ 79点から70点まで 到達目標を達成し，良好な成績を修めている 

Ｃ 69点から60点まで 到達目標を最低限達成している 

Ｄ 59点以下 到達目標に達していない 



附 則 

この規程は，平成３１年４月１日から施行する。ただし，平成３０年度以前の入学者につ

いては，なお従前の例による。 

附 則 

この規程は，令和２年４月１日から施行する。ただし，令和元年度以前の入学者について

は，なお従前の例による。 

附 則 

この規程は，令和３年４月１日から施行する。ただし，令和２年度以前の入学者について

は，なお従前の例による。 

  附 則 

この規程は，令和４年４月１日から施行する。ただし，令和３年度以前の入学者について

は，なお従前の例による。 

  附 則 

この規程は，令和５年４月１日から施行する。ただし，令和４年度以前の入学者について

は，なお従前の例による。 

附 則 

この規程は，令和６年４月１日から施行する。ただし，令和５年度以前の入学者について

は，なお従前の例による。 

附 則 

この規程は，令和７年４月１日から施行する。ただし，令和６年度以前の入学者について

は，なお従前の例による。 

附 則 

この規程は，令和８年４月１日から施行する。ただし，令和７年度以前の入学者について

は，なお従前の例による。 

 



別表第１（第２条関係）

専　　　攻 履修コース

産業情報学コース

総合デザイン学コース

鍼灸学コース

理学療法学コース

情報システム学コース

障害者支援（聴覚障害）コース

障害者支援（視覚障害）コース

手話教育コース

産業技術学専攻

保健科学専攻

情報アクセシビリティ専攻



科目名

産業技術学セミナー 演習 2 必修 1
ヒューマンシステム工学特論 講義 2 選択 1
情報コミュニケーション学特論 講義 2 選択 1
ユニバーサルデザイン特論 講義 2 選択 1
ソフトウェアシステム構成論 講義 2 選択 1
通信情報システム特論 講義 2 選択 1
情報保障システム工学特論 講義 2 選択 1,2
3Ｄグラフィックス特論 講義 2 選択 1,2
人工知能システム特論 講義 2 選択 1,2
アナログ集積回路特論 講義 2 選択 1
聴覚・音声・音響情報処理特論 講義 2 選択 1,2
インタラクション分析特論 講義 2 選択 1,2
データサイエンス特論 講義 2 選択 1,2
知的情報処理特論 講義 2 選択 1,2
流体工学特論 講義 2 選択 1
熱工学特論 講義 2 選択 1
情報駆動生産工学 講義 2 選択 1
安全工学特論 講義 2 選択 1
軽量構造特論 講義 2 選択 1
線形・非線形材料構成材塑性設計特論 講義 2 選択 1
信頼性設計特論 講義 2 選択 1,2
創造設計学特論 講義 2 選択 1,2
建築安全設計特論 講義 2 選択 1,2
特殊加工学特論 講義 2 選択 1
造園計画特論 講義 2 選択 1,2
住環境計画特論 講義 2 選択 1,2
建築デザイン特論 演習 2 選択 1
建築環境設備学特論 講義 2 選択 1
人間情報システム工学特論 講義 2 選択 1,2
共生ユーザビリティ特論 講義 2 選択 1,2
プロダクト造形特論 講義 2 選択 1
共生コミュニケーション特論 講義 2 選択 1,2
色彩学特論 講義 2 選択 1
デザイン方法特論 講義 2 選択 1,2
デザイン・エルゴノミクス特論 講義 2 選択 1,2
感性デザイン解析特論 講義 2 選択 1,2
インタラクションデザイン特論 講義 2 選択 1,2
ヒューマンインタフェース特論 講義 2 選択 1,2
生体工学特論 講義 2 選択 1,2
ＣＡＤ/ＣＡＭ特論 講義 2 選択 1,2
光環境工学特論 講義 2 選択 1,2
環境行動学特論 講義 2 選択 1,2
産業技術学特別実習 実習 2 選択 1
コミュニケーション科学特論 講義 2 選択 1
産業情報学特別研究１Ａ 演習 2 必修 1
産業情報学特別研究１Ｂ 演習 2 必修 1
産業情報学特別研究２Ａ 演習 3 必修 2
産業情報学特別研究２Ｂ 演習 3 必修 2
総合デザイン学特別研究１Ａ 演習 2 必修 1
総合デザイン学特別研究１Ｂ 演習 2 必修 1
総合デザイン学特別研究２Ａ 演習 3 必修 2
総合デザイン学特別研究２Ｂ 演習 3 必修 2

別表第２（第２条関係）

(１)産業技術学専攻

授  業  科　目 授業
方法

単位
数

必修選
択の別

履修
年次区  分

修了所要
単位数

　
　
専
　
門
　
科
　
目

コ
ー

ス
指
定
選
択
科
目

14単位以上
(コース指定選択科目
8単位以上を含む）

総
合
デ
ザ
イ
ン
学

選
択
科
目

特
別
研
究
科
目

産業情報学

コース指定科目
10単位

総合デザイン学

基
盤
科
目

共
通
科
目

6単位以上
（必修2単位含む）

産
業
情
報
学

修了要件単位合計 30単位以上



科  目  名

保健科学セミナー 演習 2 必修 1
障害補償機器特論 講義 2 選択 1,2
障害補償技術特論　 講義 2 選択 1,2
障害補償ソフトウェア工学特論 講義 2 選択 1,2
視覚情報処理特論 講義 2 選択 1,2
解剖学特論（機能解剖学） 講義 2 選択 1,2
生理学特論(運動生理学･自律神経生理学) 講義 2 選択 1,2
衛生学特論（微生物感染症学・消毒論） 講義 2 選択 1,2
臨床医学特論Ａ（脳神経外科学） 講義 2 選択 1,2
臨床医学特論Ｂ（神経内科学） 講義 2 選択 1,2
臨床医学特論Ｃ（整形外科学） 講義 2 選択 1,2
臨床医学特論Ｄ（循環器内科学） 講義 2 選択 1,2
臨床医学特論Ｅ（内科学） 講義 2 選択 1,2
臨床医学特論Ｆ（精神医学） 講義 2 選択 1,2
手技療法学特論 講義 2 選択 1,2
鍼灸学特論 講義 2 選択 1,2
鍼灸手技療法の研究デザインとデータ解析 講義 2 選択 1,2
臨床鍼灸手技療法学特論（現代鍼灸手技療法学） 講義/演習 2 選択 1,2
臨床鍼灸手技療法学特論（疼痛系疾患鍼灸手技療法学） 講義/演習 2 選択 1,2
総合臨床鍼灸学・演習１Ａ（内科系臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習１Ｂ（難治疾患系臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習１Ｃ（老年系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習１Ｄ（自律機能系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習１Ｅ（疼痛系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習１Ｆ（運動器系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習１Ｇ（包括的鍼灸手技臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習１Ｈ（産婦人科系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習２Ａ（古典医学的臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習２Ｂ（難治疾患系臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習２Ｃ（老年系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習２Ｄ（自律機能系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習２Ｅ（疼痛系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習２Ｆ（運動器系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習２Ｇ（包括的鍼灸手技臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習２Ｈ（産婦人科系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 1
総合臨床鍼灸学・演習３Ａ（古典医学的臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習３Ｂ（難治疾患系臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習３Ｃ（老年系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習３Ｄ（自律機能系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習３Ｅ（疼痛系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習３Ｆ（運動器系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習３Ｇ（包括的鍼灸手技臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習３Ｈ（産婦人科系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習４Ａ（古典医学的臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習４Ｂ（難治疾患系臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習４Ｃ（老年系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習４Ｄ（自律機能系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習４Ｅ（疼痛系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習４Ｆ（運動器系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習４Ｇ（包括的鍼灸手技臨床） 講義・演習 3 選択 2
総合臨床鍼灸学・演習４Ｈ（産婦人科系疾患臨床） 講義・演習 3 選択 2

鍼灸学特別研究１ 演習 4 必修 1

鍼灸学特別研究２ 演習 4 必修 2

鍼
灸
学

単位
数

 
 
 
医
療
系
コ
ー

ス

 
 
 
共
通
科
目

基
盤
科
目

共
通
科
目

２単位以上

特
別
研

究
科
目

８単位

必修選
択の別

修了所要
単位数区  分

専
門
教
育
系
科
目

 
 
コ
ー

ス
指
定
選
択
科
目

修了要件単位合計
３０単位

以上

(2)保健科学専攻

　鍼灸学コース

授  業  科 目 授業
方法

６単位以上

履修
年次

１４単位以上



科  目  名

保健科学セミナー 演習 2 必修 1
障害補償機器特論 講義 2 選択 1,2
障害補償技術特論　 講義 2 選択 1,2
障害補償ソフトウェア工学特論 講義 2 選択 1,2
視覚情報処理特論 講義 2 選択 1,2
解剖学特論（機能解剖学） 講義 2 選択 1,2
生理学特論(運動生理学･自律神経生理学) 講義 2 選択 1,2
衛生学特論（微生物感染症学・消毒論） 講義 2 選択 1,2

臨床医学特論Ａ（脳神経外科学） 講義 2 選択 1,2
臨床医学特論Ｂ（神経内科学） 講義 2 選択 1,2
臨床医学特論Ｃ（整形外科学） 講義 2 選択 1,2
臨床医学特論Ｄ（循環器内科学） 講義 2 選択 1,2
臨床医学特論Ｅ（内科学） 講義 2 選択 1,2
臨床医学特論Ｆ（精神医学） 講義 2 選択 1,2
物理療法学特論・演習 講義・演習 3 選択 1,2
内部障害学特論・演習 講義・演習 3 選択 1,2
運動制御特論・演習 講義・演習 3 選択 1,2
脳性麻痺特論・演習 講義・演習 3 選択 1,2
起業論・演習 講義・演習 3 選択 1,2
臨床運動学特論・演習 講義・演習 3 選択 1,2
スポーツリハビリテーション特論・演習 講義・演習 3 選択 1

理学療法学特別研究１ 演習 4 必修 1

理学療法学特別研究２ 演習 4 必修 2

　理学療法学コース

授  業  科 目 授業
方法

履修
年次

修了所要
単位数

修了要件単位合計
３０単位

以上

基
盤
科
目

共
通
科
目

２単位以上

専
門
教
育
系
科
目

 
医
療
系
コ
ー

ス

 
共
通
科
目

８単位

理
学
療
法
学

８単位以上

特
別
研
究

科
目

区  分

単位
数

必修選
択の別

 
 
コ
ー

ス
指
定

 
 
選
択
科
目 １２単位以上



科  目  名

保健科学セミナー 演習 2 必修 1
障害補償機器特論 講義 2 選択 1,2
障害補償技術特論　 講義 2 選択 1,2
障害補償ソフトウェア工学特論 講義 2 選択 1,2
視覚情報処理特論 講義 2 選択 1,2
情報工学・感覚工学特論 講義 2 選択 1
情報セキュリティ特論 講義 2 選択 1,2
ディジタル信号処理特論 講義 2 選択 1,2
ディジタル信号処理特論演習 演習 1 選択 1,2
意思決定特論 講義 2 選択 1,2
知能システム特論 講義 2 選択 1,2
技術経営戦略特論 講義 2 選択 1,2
ビジネスデータ分析特論 講義 2 選択 1,2
ゲームプログラミング特論 講義 2 選択 1,2
ゲームプログラミング特論演習 演習 1 選択 1,2
情報数学特論 講義 2 選択 1,2
認知的インタラクション特論 講義 2 選択 1,2

情報システム学特別研究１ 演習 4 必修 1

情報システム学特別研究２ 演習 4 必修 2

３０単位
以上

修了要件単位合計

専
門
教
育
系
科
目

情
報
シ
ス
テ
ム
学

８単位

特
別
研
究

科
目

コ
ー

ス
指
定
選
択
科
目

１６単位以上

履修
年次

必修選
択の別

修了所要
単位数

授  業  科 目

６単位以上

基
盤
科
目

　情報システム学コース

区  分

共
通
科
目

単位
数

授業
方法



科  目  名

情報アクセシビリティ研究特論 講義 2 必修 1

聴覚障害リハビリテーション特論 講義 2 選択 1

視覚障害リハビリテーション特論 講義 2 選択 1

聴覚障害情報保障特論 講義 2 選択 1

視覚障害情報保障特論 講義 2 選択 1

聴覚障害教育特論 講義 2 選択 1,2

聴覚障害情報保障システム特論 講義 2 選択 1,2

聴覚障害学特論 講義 2 選択 1,2

手話言語学特論 講義 2 選択 1,2

ろう者学教育コンテンツ特論 講義 2 選択 1,2

手話教育特論 講義 2 選択 1,2

手話通訳特論 講義 2 選択 1,2

視覚障害教育特論 講義 2 選択 1,2

点字・ロービジョンケア技術特論 講義 2 選択 1,2

視覚障害アクセシビリティプログラミング特論 講義 2 選択 1,2

障害学生支援コーディネート特論 講義 2 選択 1

障害学生支援コーディネート実習１ 実習 1 選択 1

障害学生支援コーディネート実習２ 実習 2 選択 2

障害者就労支援特論 講義 2 選択 1

情報アクセシビリティ特別研究１A 演習 2 必修 1

情報アクセシビリティ特別研究１B 演習 2 必修 1

情報アクセシビリティ特別研究２A 演習 3 必修 2

情報アクセシビリティ特別研究２B 演習 3 必修 2

選
択
科
目

特
別
研
究

科
目

(３)情報アクセシビリティ専攻

授  業  科 目 授業
方法

単位
数

基
盤
科
目

履修
年次

１８単位以上
（障害者支
援（聴覚障
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共通の指定
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コ
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修了要件単位合計
３０単位
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１０単位

修了所要
単位数区  分

必修選
択の別

共
通
科
目

２単位
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門
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最低修得
単位数

科　目　名
授業
方法

単位
数

免許状取得の
ための必修・

選択の別

履修
年次

最低修得
単位数

情報コミュニケーション学特論 講義 2 必修 1

ソフトウェアシステム構成論 講義 2 選択 1

通信情報システム特論 講義 2 選択 1

情報保障システム工学特論 講義 2 選択 1,2

３Dグラフィックス特論 講義 2 選択 1,2

人工知能システム特論 講義 2 選択 1,2

アナログ集積回路特論 講義 2 選択 1,2

聴覚・音声・音響情報処理特論 講義 2 選択 1,2

インタラクション分析特論 講義 2 選択 1,2

データサイエンス特論 講義 2 選択 1,2

知的情報処理特論 講義 2 選択 1,2

ヒューマンインタフェース特論 講義 2 選択 1,2

コミュニケーション科学特論 講義 2 選択 1

人間情報システム工学特論 講義 2 選択 1,2

最低修得
単位数

科　目　名
授業
方法

単位
数

免許状取得の
ための必修・

選択の別

履修
年次

最低修得
単位数

ヒューマンシステム工学特論 講義 2 必修 1

ディジタル信号処理特論 講義 2 選択 1

流体工学特論 講義 2 必修 1

熱工学特論 講義 2 必修 1

情報駆動生産工学 講義 2 必修 1

安全工学特論 講義 2 必修 1

建築環境工学特論 講義 2 必修 1

軽量構造特論 講義 2 必修 1

線形・非線形材料構成材塑性設計特論 講義 2 必修 1

信頼性設計特論 講義 2 必修 1,2

創造設計学特論 講義 2 必修 1,2

CAD/CAM特論 講義 2 必修 1,2

光環境工学特論 講義 2 必修 1,2

建築安全設計特論 講義 2 選択 1,2

最低修得
単位数

科　目　名
授業
方法

単位
数

免許状取得の
ための必修・

選択の別

履修
年次

最低修得
単位数

情報工学・感覚工学特論 講義 2 必修 1

障害補償機器特論 講義 2 選択 1,2

障害補償ソフトウェア工学特論 講義 2 選択 1,2

情報セキュリティ特論 講義 2 選択 1,2

ディジタル信号処理特論 講義 2 選択 1,2

ディジタル信号処理特論演習 演習 1 選択 1,2

意思決定特論 講義 2 選択 1,2

知能システム特論 講義 2 選択 1,2

障害補償技術特論　 講義 2 選択 1,2

視覚情報処理特論 講義 2 選択 1,2

ゲームプログラミング特論 講義 2 選択 1,2

ゲームプログラミング特論演習 演習 1 選択 1,2

情報数学特論 講義 2 選択 1,2

認知的インタラクション特論 講義 2 選択 1,2

24

科目区分

免許法施行規則に定める科目区分等

（3）高等学校専修（情報）〔保健科学専攻開設〕

科目区分

別表第３（第３条関係）　大学が独自に設定する科目

（1）高等学校専修（情報）〔産業技術学専攻開設〕

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

本学における開設授業科目免許法施行規則に定める科目区分等

本学における開設授業科目

（2）高等学校専修（工業）〔産業技術学専攻開設〕

2424

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

24

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

24 24

科目区分

免許法施行規則に定める科目区分等

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

本学における開設授業科目

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目



別表第４（第３条関係）

　本学で取得できる免許状の種類及び教科

研究科 専　　攻 免許状の種類及び教科

高等学校教諭専修（情報）

高等学校教諭専修（工業）

保健科学専攻 高等学校教諭専修（情報）

技術科学研究科
産業技術学専攻


